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衆
議
院
議
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葉
賢
也
君
提
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に
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問
に
対
し
、
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紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
激
甚
災
害
の
指
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

じ
ん

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
七
条
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る
水
産
動
植
物
の
養
殖
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
激

じ
ん甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令

第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
同
条
が
適
用
さ
れ
る
地
域
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
補
助
を
受

け
ら
れ
る
者
の
割
合
は
増
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
補
助
を
受
け
ら
れ
る
漁
業
者
の
数
及
び
補
助
額
に
つ
い
て
は
、
個

別
の
被
害
状
況
の
確
認
等
の
手
続
を
経
て
今
後
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
示
し
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
激
甚
災
害
に
つ
い
て
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災
者
が
生
じ
得
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
水
産
動
植
物
の
養
殖
施
設
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、
当
該
補
助
の
ほ
か
、
漁
業
近
代
化
資
金
、
株
式
会

社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等
の
制
度
資
金
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
漁
業
者

一



が
共
同
利
用
す
る
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に
は
、
強
い
水
産
業
づ
く
り
交
付
金
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
被
災
し
た
養
殖
業

者
の
経
営
再
建
が
早
期
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
激
甚
災
害
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
等
と
連
携
し
、
法
第
七
条
が
適
用
さ
れ
る
地
域
を
拡
大
す
る
改

正
令
の
制
定
も
含
め
、
速
や
か
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
補
助
が
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

二


